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１ はじめに：研究の背景と意義及び本研究の目的 

日本は近年障害者雇用促進法の改正で雇用率が上昇して

いるが、発達障害者の就職率や職場参加率は低い現状が報

告されている（厚生労働省,2023）。その原因として、学

校教育がアカデミックスキルに偏重し、就労に必要なキャ

リア形成、ライフスキル（日常生活や対人関係において自

立して生きていくために必要なスキル）が不足している点

が挙げられる（梅永,2017; 全国PTA連絡協議会, 2024）。

このような状況から、放課後等デイサービス（以下「放デ

イ」という。）での早期からのキャリア教育やライフスキ

ル指導の必要性が高まっている。放デイに通う発達障害児

を対象とした調査研究では、児童生徒は知的スキルをある

程度獲得しているものの、企業に求められるライフスキル

が不足していることを明らかにした（康, 2023）。 

本研究では、職場適応プロフィールBWAP2を用い、発

達障害のある高校生１名に対する２年間の支援がもたらし

た成長をシングルケーススタディとして検証する。 

 

２ 対象と方法 

(1) 対象者 

本研究の対象者は、放課後等デイサービスティーンズを

利用していた発達障害のある高等専修学校に所属していた

高校生１名、ユウタさん（仮名）である。保護者から同意

を得て、16歳時及び18歳時に２回BWAP2を実施した。 

(2) 評価ツール 

評価には、発達障害者の職場適応を評価するツールであ

るBWAP2（Becker Work Adjustment Profile 2）を用い

た。このツールでは、仕事の習慣態度（HA）、対人関係

（IR）、認知能力（CO）、仕事の遂行能力（WP）の４

領域、全63項目を０～４点の５段階で評価される。評価結

果は、「情緒障害」の換算表を使用し、Tスコアとワーク

プレイスメントレベルで示される。２年の指導経過を比較

し、４領域それぞれの変化に加え、下位項目ごとの得点変

化についても詳細な比較検証を行った。 

(3) 介入内容 

ティーンズにおける支援の内容は、ユウタさんの特性と

ニーズに基づいて継続的に実施された。平日セッションで

は計画立て（スタッフとの面談）、個別活動、振り返り面

談を行っている。週末「お仕事体験」のプログラムでは、

擬似職場で様々な職業（接客、クリエイティブ、事務など）

を試着することで、就労準備性の向上、ライフスキルの獲

得、および自己理解・自立性の促進を主な目的としている。 

①半年に１回実施する保護者面談、及びご本人とのマン

ツーマンによって、内容が見直されていた個別支援計画

に基づく目標設定と支援を実施した。 

②BWAP2の課題項目に合わせた指導をした。マニュアル、

モデリング、フィードバックも活用し、就労に必要なラ

イフスキル獲得を支援した。 

③個別面談と日々の記録を通じ、支援者はユウタさんの活

動状況や変化を継続的に把握。職場実習や就職活動の進

捗に応じ支援目標と対応を柔軟に調整し、スモールス

テップでスキル習得を支援した。 

 

３ 結果 

(1) BWAP2の２年間における変化 

「総合的職場適応能力（BWA）」Tスコアは、16歳当

時の51から18歳には57へ上昇し、ワークプレイスメントが

福祉就労（高）レベルに到達している。各領域では、HA
が48から53へ、IRが46から49へ改善。COは57から63へ大

幅に上昇し、WPも51から56へと向上した（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 各領域下位項目におけるスコアの変化及び介入（図２） 

ア 仕事の習慣/態度（HA） 

この領域での成長は、意欲の改善に顕著に表れている。

お仕事体験で様々な職業を体験しつつ、高校３年時の職場

実習のタイミングに合わせ、目標設定と振り返りで達成し

たことと課題点についての面談を設定した。その結果、自

分から追加業務に取り組むなど主体的な行動が増え、モチ

ベーションが明確に向上した。支援により、身だしなみを

整える習慣（２→３）や時間順守（２→３）に加え、信頼
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図２ 変化があった下位項目の得点 

図３ お仕事体験で使われているホワイトボード 

性（１→２）も改善された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 対人関係（IR） 

事前事後２回ともに福祉就労（低）レベルに留まったも

のの、スモールステップでの支援により改善が見られた。

本人の人とのつながりへの拒否感がない特性を活かし、

チームでのやり取りをモデリングや声かけで支援した。敬

語やクッション言葉の使用を段階的に練習した結果、同僚

や上司への対応（２→３）が改善。また、「イライラのト

リセツ」といった動画教材及び面談により、感情の安定

（１→２）にもつながった。これらの支援は、対人関係ス

キルの着実な向上を示唆している。 

ウ 認知能力（CO） 

自分の状況を伝えるコミュニケーション能力の改善に重

点を置いた。「お仕事体験」では、クローズドクエスチョ

ンからオープンクエスチョンへと支援を移行させ、自分か

ら状況を伝えられるようになった。これにより、必要な要

求伝達（２→３）や言語指示に従う能力（２→３）、コ

ミュニケーション能力（２→３）が向上した、ユウタさん

の強みとしてさらなる向上が見られた。 

エ 仕事の遂行能力（WP） 

自立的な作業遂行に向け、可視化されたマニュアルやス

ケジュールの提供に重点を置いた。（図３）その結果、仕

事の取り掛かり（１→３）や自立機能（１→２）、必要な

援助（２→３）、問題の報告（１→２）といった項目で改

善が見られた。特に職場実習で明らかになった「わからな

いのに質問できない」という課題に対し、問題発生時の報

連相を練習させたことで、ハードスキルだけでなく職場定

着に必要なソフトスキルの着実な向上に繋がった。 

 

４ 考察 

(1) BWAP2の変化から示唆されるユウタさんの成長 

BWAP2の結果から、ユウタさんの就労準備性とライフ

スキルの向上が見られた。IRとHAも改善が見られ、身だ

しなみやモチベーションといった項目で成長が確認された。

また、コミュニケーションスキルが向上したことで、CO
やWPでは、ハードスキルだけでなく、問題報告、援助要

求といったソフトスキルの確立も示唆される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 指導・支援と成長の関連 

これらの変化は、ティーンズでの個別支援と実体験を通

じた学習が密接に関わっている。HA領域のモチベーショ

ン向上は、職場実習と「お仕事体験」の組み合わせが寄与。

IR領域では、スモールステップの課題設定、教材と実践

の組み合わせ、コミュニケーションと感情コントロールに

焦点を当てた支援が効果的だった。COとWPの向上は、

可視化されたマニュアルやスケジュールを用いた構造化が、

自立機能や時間に合わせた行動に大きく貢献した。しかし、

新規場面での対応や問題解決能力など、一部の課題は依然

として残されている。 

(3) シングルケーススタディとしての意義と今後の示唆 

本研究は発達障害のある個人に対する長期的な支援の有

効性と個別性を詳細に示すことができた実践研究である。

BWAP2のような客観的評価ツールを継続活用することで、

支援効果を可視化できる点に大きな意義がある。今後のラ

イフスキル指導においては、アセスメントを通じて個々の

強みと課題を明確にし、実体験と結びつけた支援を継続し

ていくことの重要性が示唆される。 
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